
２ 風の家の運営  

 

（１）基本理念及び基本方針 

 

ア 基本理念 

 

   納得：真実を伝え、良くも悪くも了解すること。 

   共存：お互いに与え、与えられる関係性。 

   勇気：あるがままを受け入れ、前進も撤退も恐れないこと。 

 

イ 基本方針 

 

  （ア）利用者の自由な自己決定を保障します。 

    ａ 利用者が生活の様々な場面で、自分で選べ、決められるようにサ 

ポートします。 

    ｂ 多様な価値観を認め、人間としての尊厳を尊重します。 

（イ）利用者相互、利用者と職員間の関係性を重視します。 

    ａ 利用者と職員が共に自分らしく過ごせる場をつくります。 

    ｂ 相互扶助、共生の経験を通して、自他共にかけがえのない存在で

あることを感じられる場をつくります。 

（ウ）常に自分を振り返り、変化することを恐れないように努めます。 

ａ 見えないものを見、聞こえないことを聞く姿勢をもち、本質を見分

ける力を身につけます。 

   ｂ 固定観念にとらわれず、また、探究心や向学心を失わず、常に変化

の可能性を模索します。 

（エ）施設の透明性と公益性を常に意識します。 

    ａ 利用者による自治組織や家族会などをつくり、施設の運営に利用

者の意見が反映されるよう努めます。 

    ｂ 施設運営に関する情報公開、施設の開放、第三者による評価など

を積極的に行うことにより、施設運営の透明性を維持します。 

    ｃ 地域の一員としての自覚を持ち、広く地域社会に貢献します。 

 

 

 

 



（３）令和３年度事業計画 

 

  ア 令和３年度基本方針 

 

  （ア）介護の質の向上 

    ａ 基本理念を職員全体が理解し、共有できるよう、周知徹底を図り

ます。 

      施設長が中心となり、基本理念を再確認し、職員全体が、基本理

念を柱とした共通の目標に向かって進んでいるという連帯感を持つ

ことができるようにします。 

      職員全員が、自分の言葉で基本理念を語ることができるようにな

ることを目標とします。 

 

    ｂ 利用者の「納得いく人生」を支援するため、利用者の「気持ち」

に重点を置いたアセスメントに力を入れ、個別ケアの質的向上を図

ります。 

      利用者の「今、ここで」の気持ちを大切にし、常に、「今、この人

は何を求めているのか」を考えながらかかわりを持つようにします。

言葉で気持ちを伝えることのできない利用者についても、表情や動

作などの意味を考え、理解するよう努めます。 

 

    ｃ 職員一人ひとりが意欲を持ち、自主的に行動できることを目標に、

職員の気持ちを把握し、達成感を持てるような指導を行います。 

      職員の意欲向上のために、明確な施設方針を示した上で、それに

基づく職員の自主的な判断、行動を保証します。 

      よい介護を行うことを喜びと感じられる職員集団を育てます。 

       

    ｄ 職員間の情報共有強化のため、小さな事柄でも日常的に報告し合

う関係づくりを行います。 

      利用者のことを語り合うことで、結果的に職員間の良好な人間関

係が成立するよう、職員間の調整を行います。 

看護職員・生活相談員・機能訓練指導員・管理栄養士など、介護

職員以外の職種と、ユニット・ブロックの介護職員との間でも、日

常的な情報交換と、組織立った情報交換を推進します。 

定期のカンファレンス以外でも、ミニカンファレンスをこまめに

開催し、利用者について話しあう時間を確保します。 



      嘱託精神科医を活用し、利用者に対する見方、考え方を鍛錬する

カンファレンスを行います。 

 

    ｅ 職員の腰痛予防及び利用者の二次障害予防のため、「ノーリフティ

ングケア（持ち上げない・抱え上げない・引きずらないケア）」の取

り組みを継続します。 

      今年度は、昨年度構築した基本体制の周知徹底と、アセスメント

を含めた技術指導をさらに進め、「ノーリフティングケア」が介護の

基本となることを目標とします。 

 

    ｆ 利用者、職員間は言うまでもなく、職員間においても、礼儀や敬

意を損なわず、利用者にとっても、職員にとっても心地よい環境づ

くりを行います。 

      また、職員の言動について、虐待防止の視点から各人が自己洞察

し、かつ共有できる場を定期的に設定します。 

 

  （イ）家族対応の充実 

     家族にこまめな状況報告を行うとともに、家族からの情報収集も増

やし、信頼関係を深め、家族と協力して利用者を支援する体制をつく

ります。 

     特に、新型コロナウイルス感染症対策として面会の制限を行ってい

る状況においては、さらにこまめに電話報告を行うとともに、写真や

動画を提供することで、利用者の様子を実感していただけるように努

めます。 

 

  （ウ）食事サービスの充実 

    ａ 利用者の状態（病態・摂食機能など）や嗜好に合わせた食事の提

供をきめ細やかにおこないます。 

      特に、嚥下等に困難のある方用の食事（介護食）に力を入れ、既

成のものを使うのではなく、利用者個別に対応するため、手作りの

ものを提供できるよう努力を続けます。       

    ｂ 「おいしい食事」の提供にこだわり、工夫を続けます。 

    ｃ 季節などに合わせた行事食の提供に力を入れます。 

 

  （エ）感染症対策の充実 

    ａ 新型コロナウイルス感染症をはじめ、各種感染症に対して、利用



者・職員の体調管理や消毒作業等の感染防止対策を継続します。 

    ｂ 新型コロナウイルス感染症の状況や行政からの指示などを速やか

に入手し、的確に対応します。 

    ｃ 業務継続計画に基づき、感染症発生時のシミュレーションを行い、

感染の拡大（クラスター化）防止に努めます。 

 

  （オ）管理体制の充実 

    ａ 施設内規則、業務手順を明文化し、周知徹底します。 

    ｂ マニュアルは、適宜見直しを行い、常に適切な内容に改めます。 

    ｃ 新型コロナウイルス感染症発生時の業務継続計画を見直し、さら

に、非常災害発生時の業務継続計画を策定し、有事における利用者

の安全と安心を担保します。 

    ｄ 施設の老朽化に対応し、必要な修繕、備品の買替などを適切な時

期に行います。 

  

  （カ）経営の効率化 

    ａ 各サービスの稼働率を上げるよう努めます。 

    ｂ 必要経費の見直しと介護報酬の効率的な運用を継続します。 

    ｃ 介護事業の将来を見据え、テクノロジーの活用など、持続可能な

運営形態を模索します。 

    

  （キ）施設からの情報発信 

     ＨＰ（ホームページ）やＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサー 

ビス）などを通して，施設の情報や考え方、日常の風景などを積極的

に発信します。 

     

  イ 令和３年度事業内容 

 

  （ア）特別養護老人ホーム（定員１４０名） 

    ａ 年間目標利用者数 

       １日平均在籍数        １３８名 

       １日平均外泊数（入院者含む）   ３名 

       １日平均利用数        １３５名（稼働率９６．５％） 

    ｂ 事業内容 

    （ａ）介護の質の向上 

      ① 新人研修及び現任者研修で基本理念を取り上げるとともに、



日々の実践の中で、基本理念に基づいた行動ができるよう指導

することで、周知徹底を図ります。 

      ② 利用者のアセスメントに際しては、利用者の意向や意志を知

り、残存機能を理解することに重点を置きます。 

      ③ 施設での看取りを円滑に行うことができるよう、身体的・心

理的ケアについての能力を高めます。 

      ④ 認知症についての基礎知識を深め、さらに、認知症の方の「思

い」を受け止める共感能力の向上を目指します。 

      ⑤ 職員の指導にあたっては、職員一人ひとりが意欲を持ち、自

主的に行動できることを目標に、職員の気持ちを把握し、達成

感を持たせるよう配慮します。 

      ⑥ 職員間の情報共有にあたっては、小さな事柄でも日常的に報

告し合うことができる関係づくりを重視します。 

      ⑦ ノーリフティングケアの考え方・技術を全職員に周知し、日

常ケアの中で実践します。 

    （ｂ）家族対応の充実 

      ① 入所時の契約の際に、利用者・家族に、施設方針、リスクな

どの説明を十分に行い、理解をいただき、協力を得られるよう

に働きかけます。 

      ② 家族に対し、こまめに報告を行い、施設での生活を把握して

いただくとともに、利用者を支えるチームの一員としての役割

を担っていただくよう働きかけます。 

      ③ 特に終末期においては、頻回に意思を確認し、利用者・家族

ともに満足のいく最期を送っていただくよう努めます。 

      ④ また、新型コロナウイルス感染症対策として面会制限を行っ

ている状況においては、利用者と家族の距離が少しでも縮まる

ように、こまめな電話連絡と写真や動画の提供などを徹底しま

す。 

    （ｃ）食事サービスの充実 

      ① 利用者の状態（病態・摂食機能など）や嗜好について、介護

部門と給食部門の連携を強化し、利用者各人の希望に沿った食

事の提供を行います。 

      ② 食事についての利用者の意見・希望を収集し、日常の献立や

行事食に反映させていきます。 

    （ｄ）感染症対策の充実 

      ①新型コロナウイルス感染症をはじめ、各種感染症に対して、利



用者・職員の体調管理や消毒作業等の感染防止対策を継続しま

す。 

      ②新型コロナウイルス感染症に関する業務継続計画に基づき、平

時からシミュレーションを行うことで、感染の拡大防止（クラ

スター化）を防ぎます。 

     

  （イ）ショートステイ（定員１０名） 

    ａ 年間目標利用者数 

       １日平均利用者  ７．５名（稼働率７５％） 

    ｂ 事業内容 

    （ａ）介護の質の向上 

      ① 受け持ち担当制を徹底し、個々の利用者を知り、責任の所在

が明確な介護を提供することで、個別ケアの充実を図ります。 

      ② 重度利用者の増加に適切な対応ができるよう、疾病に対する

基礎知識や技術の充実のための学習会の開催や、カンファレン

スなどを行い、職員の個別能力を高めるとともに、職員のチー

ム力も強化します。 

      ③ 職員間で、小さな事柄でも日常的に報告し合うことで、利用

者の気持ちに寄り添うケアを実践します。 

    （ｂ）家族対応の充実 

      ① 家族からの情報収集を十分に行い、利用者の日常生活を把握

します。 

      ② 利用中の出来事をこまめに報告し、信頼関係を築きます。 

      ③ 利用者が在宅生活を継続できるよう、生活を支える家族への

支援も行います。 

    （ｃ）感染症対策の充実 

      ① ショートステイの利用者は他の介護サービスも利用されてい

ることが多く、感染症の発生リスクが高いと考えられるので、

利用開始時の健康チェックなどを徹底し、感染防止に努めます。 

      ② 新型コロナウイルス感染の懸念を理由として利用をお断りす

るのではなく、十分な感染症対策をとることで安心してご利用

いただける体制を作ります。 

 


